
提言第３号　注射剤によるアナフィラキシーに係る死亡事例の分析

事例番号：事例5

・総胆管結石に伴う急性胆嚢炎を繰り返す80 歳代女性。救急外来で発症。死亡時画像診
断（Ai） 無、解剖無。

・原因薬剤は、抗菌薬のバクフォーゼ。

・過去にセフォン、バクフォーゼを使用し、アレルギー症状の出現有。

・咳嗽、咳嗽時左胸部痛、腹痛、発熱を主訴に受診。バクフォーゼ点滴開始から5分後に
眼球上転、徐々に硬直性から間代性の痙攣出現。10 分後に意識消失・血圧低下、15 分
後に呼吸停止。25 分後にアドレナリン1 mg を静脈内注射し、救急処置を実施するが、
約 2 時間半後に死亡。

＜事例概要＞


